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「
平
泉
の
文
化
遺
産
」の
世
界
遺
産

登
録
審
査
を
７
月
に
控
え
、
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
日

本
政
府
代
表
部
の
近
藤
誠
一
特
命
全

権
大
使
が
３
月
２
日
か
ら
３
日
、
平

泉
町
な
ど
を
初
め
て
訪
れ
、
文
化
遺

産
を
構
成
す
る
史
跡
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

７
月
に
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
で
開

催
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
に
日
本

代
表
と
し
て
参
加
す
る
近
藤
大
使

は
、平
泉
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て「
素

晴
ら
し
い
の
一
言
に
尽
き
る
」
と
感

想
を
述
べ
、「
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
備
え

戦
略
を
練
り
、
委
員
国
に
平
泉
の
魅

力
を
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

示
し
ま
し
た
。
一
方
、
無
形
の
思
想

と
景
観
を
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
難

し
さ
や
、
年
々
厳
し
く
な
る
世
界
遺

産
登
録
の
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
し

ま
し
た
。

　

近
藤
大
使
は
、
国
際
記
念
物
遺
跡

会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
の
登
録
延
期
勧

告
を
受
け
な
が
ら
昨
年
７
月
に
逆
転

登
録
を
果
た
し
た
石
見
銀
山
遺
跡

（
島
根
県
）の
場
合
に
も
奔
走
し
て
い

ま
す
。今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

「
５
月
に
イ
コ
モ
ス
が
ど
の
よ
う
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�������

勧
告
を
出
す
か
予
断
を
許
さ
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
勧
告
で
評
価
が
低

か
っ
た
場
合
に
は
、「
浄
土
思
想
の
中

の
人
間
と
自
然
の
共
生
な
ど
の
部
分

を
強
調
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

平
泉
に
対
す
る
イ
コ
モ
ス
の
勧
告

は
５
月
下
旬
に
出
さ
れ
る
見
通
し
。

「
登
録
」、「
情
報
照
会
」（
最
短
で
１

年
ほ
ど
で
登
録
さ
れ
る
）、「
登
録
延

期
」（
最
短
で
２
年
ほ
ど
で
登
録
さ
れ

る
）、「
登
録
不
可
」
の
４
段
階
い
ず

れ
か
が
勧
告
さ
れ
ま
す
。
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（追加情報が求められる）����

（推薦書の再検討が必要）����

４段階のいずれか
を平泉に勧告。勧
告は最終審査の判
断基準となる。
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中尊寺経蔵前で報道陣の質問に答
える近藤大使。近藤大使は７月に
カナダで開かれる世界遺産委員会
に、日本代表として参加する

毛越寺の遣水（やりみず）について説明を受ける近藤誠一ユネスコ特命全権大使（右から３人目）
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平
泉
観
光
協
会
で
は
、「
平
泉
の
文
化

遺
産
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
ロ
ゴ
の

使
用
申
請
の
受
け
付
け
を
こ
の
ほ
ど
始

め
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
広
く
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
ロ
ゴ
は
、
県
が

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」イ
メ
ー
ジ
形
成
事

業
の
一
環
と
し
て
策
定
。
イ
メ
ー
ジ
コ

ピ
ー
、
イ
メ
ー
ジ
音
楽
と
と
も
に
１
月

に
発
表
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
吉
田
光
世
さ
ん
の
作
品
で
、
登

録
を
目
指
す
９
カ
所
の
遺
産
を
９
つ
の

点
で
表
現
。
ロ
ゴ
「
平
泉
」
は
書
道
家

の
武
田
双
雲
さ
ん
の
書
で
す
。

　

使
用
承
認
の
範
囲
は
、「
平
泉
の
文
化

遺
産
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
普
及
、
周
知
に

つ
な
が
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
使
用

し
た
い
方
は
、
使
用
承
認
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
平
泉
観
光
協
会

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
時

に
、　

円
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
合
わ

80

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
料
は
無
料
で
す
。
な
お
使
用
承
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認
ま
で
、
１
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。

　

使
用
承
認
の
基
準
、
事
務

取
扱
要
領
、
申
請
書
は
、
平

泉
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　http://hiraizumi.or.jp/
※使用申請に当たっては、観光振興に役立
　てるための協力金も受け付けています。

「平泉の文化遺産」のロゴ 「平泉の文化遺産」のシンボルマーク
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７
月
の
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
の

世
界
遺
産
登
録
を
見
据
え
、
祝
賀
行

事
を
企
画
す
る
世
界
遺
産
登
録
記
念

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会

が
２
月　

日
、
役
場
で
開
か
れ
ま
し

29

た
。
登
録
決
定
を
受
け
、
平
泉
町
と

県
、
一
関
市
、
奥
州
市
、
そ
れ
に
３

市
町
の
観
光
協
会
、
県
南
広
域
振
興

局
が
合
同
で
祝
賀
行
事
を
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
高
橋
平
泉
町
長

と
浅
井
東
兵
衛
一
関
市
長
、

伊
藤
正
次
奥
州
市
収
入
役
、

３
市
町
の
観
光
協
会
代
表
ら

が
出
席
。
会
長
に
高
橋
町
長

を
選
び
ま
し
た
。

　

祝
賀
行
事
は
７
月　

、　
19

20

の
両
日
。
初
日
は
旧
観
自
在

王
院
庭
園
を
メ
ー
ン
会
場

に
、
郷
土
芸
能
や
太
鼓
披
露

な
ど
を
予
定
。
第
２
部
で
は

書
道
家
武
田
双
雲
さ
ん
の
記

念
ト
ー
ク
、
姫
神
の
記
念
ラ

イ
ブ
も
行
い
ま
す
。
２
日
目

は
水
か
け 
神
輿 
を
繰
り
広
げ

み
こ
し

ま
す
。

　

実
行
委
で
は
今
後
、
祝
賀

行
事
の
具
体
的
内
容
を
詰
め

て
い
き
ま
す
。
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祝賀行事について協議する実行委の出席者


